
(57)【要約】

【課題】ディスク挿入口の中心と、装着部に装着された

ディスクの中心とを一致させて、装着部を操作パネルに

配置することが困難である場合でも、ディスク挿入口を

操作パネルに対して左右対称に配置できるようにする。

【解決手段】ディスク挿入口２ａの長手方向中心ＳＣと

、装着部３に装着されたディスク８の中心ＭＣとが、デ

ィスク挿入口２ａの長手方向にズレた状態で、装着部３

を操作パネル２に配置する。ディスク挿入口２ａの長手

方向端部にディスク８を装着部３の最終装着位置ＦＰに

向けて案内する案内手段１１を設けた構成を特徴とする

。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 面 側 か ら 裏 面 側 に デ ィ ス ク を 挿 入 可 能 と さ れ た 略 ス リ ッ ト 状 の デ ィ ス ク 挿 入 口 が 設 け ら
れ た 操 作 パ ネ ル と 、
前 記 操 作 パ ネ ル の 裏 面 側 に 配 置 さ れ 挿 入 さ れ た 前 記 デ ィ ス ク が 最 終 的 に 装 着 さ れ る 装 着 部
と を 備 え 、
前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 中 心 と 、 前 記 装 着 部 に 装 着 さ れ た 前 記 デ ィ ス ク の 中 心 と が
、 前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 に ズ レ た 状 態 で 前 記 操 作 パ ネ ル に 前 記 装 着 部 が 配 置 さ れ
る と 共 に 、 前 記 デ ィ ス ク の 挿 入 に 伴 な っ て 前 記 デ ィ ス ク を 前 記 装 着 部 の 最 終 装 着 位 置 に 向
け て 案 内 す る 案 内 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 案 内 手 段 は 、 前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 端 部 に 設 け ら れ 前 記 デ ィ ス ク の 外 周 部 に
当 接 し て 前 記 デ ィ ス ク を 前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 に 変 位 さ せ る ガ イ ド 面 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 し た デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 は 、 前 記 操 作 パ ネ ル に 設 け ら れ た 開 口 部 に デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 が 固 定
さ れ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 し た デ ィ ス ク ガ イ
ド 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 に 係 り 、 例 え ば コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｃ Ｄ ） や デ ィ ジ タ ル
ビ デ オ デ ィ ス ク （ Ｄ Ｖ Ｄ ） 等 の 記 録 再 生 装 置 等 の デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ｃ Ｄ や Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 円 板 状 デ ィ ス ク の 記 録 再 生 装 置 、 あ る い は デ ィ ス ク チ ェ ン ジ ャ ー 等 は 、
操 作 パ ネ ル に 設 け ら れ た 略 ス リ ッ ト 状 の デ ィ ス ク 挿 入 口 か ら デ ィ ス ク を 挿 入 し 、 ま た 、 排
出 す る よ う に な っ て い る 。 従 来 よ り 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 と 、 記 録 再 生 装 置 や デ ィ ス ク チ ェ ン
ジ ャ ー 等 の 装 着 部 は 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 の 中 心 同 士 を 一 致 さ せ て 配 置 す る の が 一
般 的 で あ る 。
デ ィ ス ク 挿 入 口 は 、 意 匠 上 の 観 点 か ら 、 安 定 感 の あ る 左 右 対 称 に さ れ て 、 操 作 パ ネ ル に 設
け ら れ て い る 。 装 着 部 は 、 そ の 他 の 装 置 と の レ イ ア ウ ト の 関 係 か ら 位 置 が 決 定 さ れ る こ と
が 多 く 、 必 ず し も 装 着 部 の 中 心 を 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 中 心 と 一 致 さ せ て 配 置 す る こ と が で
き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
デ ィ ス ク 挿 入 口 の 中 心 と 、 装 着 部 に 装 着 さ れ た デ ィ ス ク の 中 心 と を 一 致 さ せ た 状 態 で 装 着
部 を 配 置 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 、 従 来 技 術 で は 、 操 作 パ ネ ル に 対 し て デ ィ ス ク 挿 入 口
を 左 右 対 称 に 配 置 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が 生 じ る 。 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課
題 に は 、 上 記 し た 問 題 が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 側 か ら 裏 面 側 に デ ィ ス ク を 挿 入 可 能 と さ れ た 略 ス リ ッ ト 状
の デ ィ ス ク 挿 入 口 が 設 け ら れ た 操 作 パ ネ ル と 、
前 記 操 作 パ ネ ル の 裏 面 側 に 配 置 さ れ 挿 入 さ れ た 前 記 デ ィ ス ク が 最 終 的 に 装 着 さ れ る 装 着 部
と を 備 え 、
前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 中 心 と 、 前 記 装 着 部 に 装 着 さ れ た 前 記 デ ィ ス ク の 中 心 と が
、 前 記 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 に ズ レ た 状 態 で 前 記 操 作 パ ネ ル に 前 記 装 着 部 が 配 置 さ れ
る と 共 に 、 前 記 デ ィ ス ク の 挿 入 に 伴 な っ て 前 記 デ ィ ス ク を 前 記 装 着 部 の 最 終 装 着 位 置 に 向
け て 案 内 す る 案 内 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 装 着 部 に 操 作 パ ネ ル が 固 定 さ れ た 記 録 再 生 装 置 の 斜 視 図 、 図 ２ は 裏 面 側 か ら 見 た 操
作 パ ネ ル の 分 解 斜 視 図 、 図 ３ は デ ィ ス ク を 挿 入 す る 状 態 を 示 す 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視
横 断 面 図 、 図 ４ は デ ィ ス ク が 装 着 部 か ら 排 出 さ れ る 状 態 を 示 す 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視
横 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 記 録 再 生 装 置 １ は 、 操 作 パ ネ ル ２ と 、 装 着 部
３ と を 備 え 、 装 着 部 ３ の 前 面 に 操 作 パ ネ ル ２ が 固 定 し て 配 設 さ れ て い る 。 操 作 パ ネ ル ２ に
は 、 表 面 ２ ｂ 側 か ら 裏 面 ２ ｃ 側 に 貫 通 す る ス リ ッ ト 状 の デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ が 設 け ら れ て
い る 。 ス リ ッ ト 状 の デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ は 、 操 作 パ ネ ル ２ の 外 形 に 対 し て 、 左 右 対 称 に 配
置 さ れ て い る 。
操 作 パ ネ ル ２ と 装 着 部 ３ と は 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 中 心 Ｓ Ｃ が 、 装 着 部 ３ に 装
着 さ れ た デ ィ ス ク ８ の 中 心 Ｍ Ｃ か ら ズ レ 量 ｅ だ け 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 に 偏 っ
た 状 態 で 組 み 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 操 作 パ ネ ル ２ は 、 Ｃ Ｄ や Ｄ Ｖ Ｄ 等 の デ ィ ス ク ８ を デ ィ ス ク
挿 入 口 ２ ａ か ら 挿 入 ま た は 排 出 さ せ る と 共 に 、 前 面 に 配 置 さ れ た 各 種 の 操 作 ボ タ ン ４ を 操
作 し て 装 着 部 ３ を 制 御 す る た め の も の で あ っ て 、 パ ネ ル ５ と 、 防 塵 カ バ ー ６ と 、 デ ィ ス ク
挿 入 口 部 材 ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
パ ネ ル ５ は 、 合 成 樹 脂 を 射 出 成 形 し て 略 矩 形 箱 状 に 製 作 さ れ た 部 材 で あ り 、 表 面 ５ ｃ 側 か
ら 裏 面 ５ ｄ 側 に 貫 通 す る ス リ ッ ト 状 の 開 口 部 ５ ａ が 、 外 形 に 対 し て 左 右 対 称 に 形 成 さ れ て
い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ５ ａ の 内 幅 Ｗ １ は 、 デ ィ ス ク ８ の 外 径 寸 法 Ｄ ＋ ズ レ 量 ｅ
に 余 裕 分 を 加 算 し た 幅 に 設 定 さ れ て お り 、 例 え ば １ ２ ８ ｍ ｍ と な っ て い る 。 ま た 開 口 部 ５
ａ の 高 さ は 、 デ ィ ス ク ８ の 厚 さ に 余 裕 分 を 加 算 し た 高 さ 、 例 え ば ５ ｍ ｍ と な っ て い る 。 開
口 部 ５ ａ の 裏 面 ５ ｄ 側 の 周 囲 に は 、 複 数 の ピ ン ５ ｂ が 突 出 し て 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 防 塵 カ バ ー ６ は 、 外 部 か ら 塵 等 の 異 物 が 記 録 再 生 装 置 １ 内 に 侵 入 す る
の を 防 止 す る た め に も の で あ っ て 、 中 央 部 に デ ィ ス ク ８ の 外 径 寸 法 Ｄ よ り 大 き な 角 穴 ９ ａ
が 形 成 さ れ た 補 強 板 ９ に 、 不 織 布 ま た は フ ェ ル ト １ ０ が 接 着 等 に よ り 固 定 さ れ た 構 造 と な
っ て い る 。
不 織 布 ま た は フ ェ ル ト １ ０ の 角 穴 ９ ａ に 対 向 す る 位 置 に は 、 デ ィ ス ク ８ の 外 径 寸 法 Ｄ よ り
長 い 、 切 り 込 み が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 防 塵 カ バ ー ６ に は 、 パ ネ ル ５ の 複 数 の ピ ン ５ ｂ
に 対 応 す る 位 置 に 孔 ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ は 、 デ ィ ス ク ８ を 装 着 部 ３ に 案 内 す る た め の も の で あ っ て 、 合 成 樹
脂 を 射 出 成 形 し て 製 作 さ れ て い る 。 デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ は 、 パ ネ ル ５ へ 取 り 付 け る た め
の 平 面 部 ７ ａ か ら ダ ク ト 状 ガ イ ド 部 ７ ｂ が 立 設 し て 設 け ら れ て い る 。 平 面 部 ７ ａ に は 、 パ
ネ ル ５ の ピ ン ５ ｂ に 対 応 す る 位 置 に 孔 ７ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 ダ ク ト 状 ガ イ ド 部 ７ ｂ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ の 内 幅 Ｗ ２ は
、 デ ィ ス ク ８ の 外 径 寸 法 Ｄ よ り わ ず か に 大 き く 、 ま た 高 さ は デ ィ ス ク ８ の 厚 さ よ り わ ず か
に 大 き い 高 さ と な っ て い る 。 例 え ば 、 Ｃ Ｄ 用 の デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ の ス リ ッ ト 開 口 部 ７
ｄ は 、 幅 が 略 １ ２ ３ ｍ ｍ で あ り 、 高 さ が 略 ２ ． ５ ｍ ｍ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 操 作 パ ネ ル ２ は 、 パ ネ ル ５ の ピ ン ５ ｂ に 防 塵 カ バ ー ６ の 孔 ６
ａ 、 お よ び デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ の 孔 ７ ｃ を 挿 通 し た 後 、 ピ ン ５ ｂ の 先 端 を 熱 溶 着 す る こ
と に よ っ て 、 パ ネ ル ５ と デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ と の 間 に 防 塵 カ バ ー ６ を 挟 持 し て 組 付 け ら
れ て い る 。
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ま た 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ は 必 ず し も 熱 溶 着 に よ る 組 み 付 け で な く と も よ く 、 例 え ば ピ
ン ５ ｂ を 位 置 決 め の た め に ２ 本 、 も し く は ３ 本 残 し 、 他 を ピ ン で は な く ね じ 止 め 用 穴 形 状
に し て 、 そ の ね じ 止 め 用 穴 か ら ね じ に よ り 組 み 付 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 組 付 け 状 態 に お い て は 、 ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ の 長 手 方 向 の 一 端 ７ ｅ と
、 開 口 部 ５ ａ の 長 手 方 向 の 一 端 ５ ｃ と は 、 同 一 面 と な る よ う に 配 置 さ れ て 、 デ ィ ス ク 挿 入
口 ２ ａ の 一 方 の 端 部 が 形 成 さ れ て い る 。
従 っ て 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 他 方 の 端 部 に は 、 ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ の 他 の 一 端 ７ ｆ と 、
開 口 部 ５ ａ の 他 の 一 端 ５ ｄ と に よ っ て 、 案 内 手 段 と し て の 段 部 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ は 、 パ ネ ル ５ と は 別 部 材 と し 、 組 付 に よ っ て 操 作 パ ネ ル ２ を 構 成 す
る よ う に し た の で 、 操 作 パ ネ ル ２ に 対 す る 装 着 部 ３ の ズ レ 量 ｅ が 異 な る 記 録 再 生 装 置 １ に
対 し て も 、 パ ネ ル ５ の み を 交 換 す る こ と で 対 応 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 デ ィ ス ク ８ を 矢 印 Ａ 方 向 に デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ に 挿 入 す る と 、 デ ィ ス
ク ８ の 外 周 部 ８ ａ が 段 部 １ １ に 当 接 す る 。 更 に デ ィ ス ク ８ を 挿 入 す る と 、 装 着 部 ３ に 配 設
さ れ て い る 引 込 み 機 構 （ 図 示 せ ず ） が 作 動 し 、 回 転 す る 一 対 の ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） で デ ィ
ス ク ８ を 挟 持 し 、 操 作 パ ネ ル ２ の 裏 面 ２ ｃ 側 に 引 き 込 む 。
こ の と き 、 デ ィ ス ク ８ は 、 外 周 部 ８ ａ が 案 内 手 段 で あ る 段 部 １ １ に 案 内 さ れ て デ ィ ス ク 挿
入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 （ 図 ３ に お い て は 、 右 方 向 ） に 変 位 し な が ら 前 進 し 、 図 ３ に お い て 、
斜 め 右 上 方 （ 矢 印 Ｂ 方 向 ） に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
デ ィ ス ク ８ が デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 ７ の ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ を 通 過 す る 際 、 デ ィ ス ク ８ の 外
周 部 ８ ａ が ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ の 両 端 ７ ｅ ， ７ ｆ に 摺 動 し て 装 着 部 ３ が 引 き 込 み を 開 始 す
る 位 置 （ 図 ３ に 示 す Ｂ １ の 位 置 ） ま で に デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 の 位 置 決 め が 行 わ
れ る 。
デ ィ ス ク ８ は 、 更 に 矢 印 Ｃ 方 向 に 搬 送 さ れ て 装 着 部 ３ の 最 終 装 着 位 置 Ｆ Ｐ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ に よ っ て 、 装 着 部 ３ の 最 終 装 着 位 置 Ｆ Ｐ に お け る デ ィ ス ク ８ の 中 心 Ｍ Ｃ と 、 デ ィ ス ク
挿 入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 中 心 Ｓ Ｃ と が 、 ズ レ て い て も 、 デ ィ ス ク ８ の 挿 入 に 伴 な っ て 装 着 部
３ が 引 き 込 み を 開 始 す る 位 置 （ 図 ３ に 示 す Ｂ １ の 位 置 ） ま で に 自 動 的 に デ ィ ス ク ８ の 長 手
方 向 の 位 置 が 修 正 さ れ 、 装 着 部 ３ の 最 終 装 着 位 置 Ｆ Ｐ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
従 っ て 、 レ イ ア ウ ト 等 の 関 係 か ら 、 操 作 パ ネ ル ２ の 中 心 に 装 着 部 ３ の 中 心 を 一 致 さ せ て 装
着 部 ３ を 配 置 で き な い 場 合 で も 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ を 操 作 パ ネ ル ２ に 対 し て 左 右 対 称 に
配 置 す る こ と が 可 能 と な り 、 安 定 感 の あ る デ ザ イ ン と す る こ と が で き 、 ま た こ れ に よ っ て
、 デ ザ イ ン の 自 由 度 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 装 着 部 ３ か ら デ ィ ス ク ８ を 排 出 す る 際 に は 、 デ ィ ス ク ８ は 最 終 装 着 位
置 Ｆ Ｐ に お け る デ ィ ス ク ８ の 中 心 Ｍ Ｃ 上 を 矢 印 Ｄ 方 向 に 搬 送 さ れ 、 ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ に
案 内 さ れ て 操 作 パ ネ ル ２ の デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ か ら 矢 印 Ｅ 方 向 に 排 出 さ れ る 。
こ の と き 、 ス リ ッ ト 開 口 部 ７ ｄ お よ び パ ネ ル ５ の 開 口 部 ５ ａ に は 、 デ ィ ス ク ８ に 干 渉 す る
よ う な 段 部 等 は な い の で 、 デ ィ ス ク ８ は 滑 ら か に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ れ に よ っ て 、 操 作 パ ネ ル ２ と 装 着 部 ３ の 中 心 が ズ レ て 配 置 さ れ た 記 録 再 生 装 置 １ で あ っ
て も 、 ズ レ を 使 用 者 に 感 じ さ せ る こ と な く 、 ズ レ の な い 記 録 再 生 装 置 １ と ま っ た く 同 様 に
取 り 扱 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 述 し た 内 容 を ま と め る と 、 実 施 形 態 の デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 は 、 表 面 ２ ｂ 側 か ら 裏 面 ２ ｃ
側 に デ ィ ス ク ８ を 挿 入 可 能 と さ れ た 略 ス リ ッ ト 状 の デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ が 設 け ら れ た 操 作
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パ ネ ル ２ と 、 操 作 パ ネ ル ２ の 裏 面 ２ ｃ 側 に 配 置 さ れ 挿 入 さ れ た デ ィ ス ク ８ が 最 終 的 に 装 着
さ れ る 装 着 部 ３ と を 備 え 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 中 心 Ｓ Ｃ と 、 装 着 部 ３ に 装 着 さ
れ た デ ィ ス ク ８ の 中 心 Ｍ Ｃ と が 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 長 手 方 向 に ズ レ た 状 態 で 、 操 作 パ
ネ ル ２ に 装 着 部 ３ が 配 置 さ れ る と 共 に 、 デ ィ ス ク ８ の 挿 入 に 伴 な っ て デ ィ ス ク ８ を 装 着 部
３ が 引 き 込 み を 開 始 す る 位 置 ま で 案 内 す る 案 内 手 段 と し て の ガ イ ド 面 １ １ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
従 っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 の デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 に お い て は 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の 中 心
Ｓ Ｃ と 、 装 着 部 ３ に 装 着 さ れ る デ ィ ス ク ８ の 中 心 Ｍ Ｃ と を 一 致 さ せ て 装 着 部 ３ を 配 置 す る
こ と が 困 難 で あ る 場 合 に も 、 操 作 パ ネ ル ２ に 対 し て デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ を 左 右 対 称 に 配 置
す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ に よ っ て 、 操 作 パ ネ ル ２ の 意 匠 を 安 定 感 の あ る デ ザ イ ン と
す る こ と が で き る 。
更 に 、 デ ィ ス ク ８ を デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ に 挿 入 す る 際 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 ２ ａ の ど の 位 置 か
ら 挿 入 し て も 、 デ ィ ス ク ８ は 、 装 着 部 ３ が 引 き 込 み を 開 始 す る 位 置 ま で 自 動 的 に 位 置 が 修
正 さ れ て 装 着 部 ３ の 最 終 装 着 位 置 Ｆ Ｐ に 正 し く 装 着 す る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 こ れ に よ っ て 、 装 着 部 ３ の ズ レ の な い 記 録 再 生 装 置 １ と ま っ た く 同 様 に 取 り 扱 う こ
と が で き 、 操 作 性 を 向 上 さ せ 、 ま た 使 用 者 に 違 和 感 を 与 え る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 本 発 明 の デ ィ ス ク ガ イ ド 構 造 は 、 前 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 適
宜 な 変 形 、 改 良 等 が 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 前 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド 面 は ス リ ッ ト 開 口 部 の 端 部 と 、 開 口 部 の 端 部 と で
形 成 さ れ た 段 部 と し て 説 明 し た が 、 ス リ ッ ト 開 口 部 の 端 部 に 形 成 し た テ ー パ 面 等 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ の 他 、 前 述 し た 実 施 形 態 に お い て 例 示 し た デ ィ ス ク 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 、 操 作 パ ネ ル 、 装
着 部 、 案 内 手 段 、 ガ イ ド 面 、 操 作 パ ネ ル の 開 口 部 、 デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材 等 の 材 質 、 形 状 、
寸 法 、 形 態 、 数 、 配 置 箇 所 等 は 、 本 発 明 を 達 成 で き る も の で あ れ ば 任 意 で あ り 、 限 定 さ れ
な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 装 着 部 に 操 作 パ ネ ル が 固 定 さ れ た 記 録 再 生 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 裏 面 側 か ら 見 た 操 作 パ ネ ル の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 デ ィ ス ク を 挿 入 す る 状 態 を 示 す 図 １ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視 横 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 デ ィ ス ク が 装 着 部 か ら 排 出 さ れ る 状 態 を 示 す 図 １ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 矢 視 横
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 　 操 作 パ ネ ル
２ ａ 　 デ ィ ス ク 挿 入 口
２ ｂ 　 操 作 パ ネ ル の 表 面
２ ｃ 　 操 作 パ ネ ル の 裏 面
３ 　 　 装 着 部
５ ａ 　 操 作 パ ネ ル の 開 口 部
７ 　 　 デ ィ ス ク 挿 入 口 部 材
８ 　 　 デ ィ ス ク
８ ａ 　 デ ィ ス ク の 外 周 面
１ １ 　 　 段 部 （ ガ イ ド 面 、 案 内 手 段 ）
Ｆ Ｐ 　 　 最 終 装 着 位 置
Ｍ Ｃ 　 　 装 着 部 に 装 着 さ れ た デ ィ ス ク の 中 心
Ｓ Ｃ 　 　 デ ィ ス ク 挿 入 口 の 長 手 方 向 中 心
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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